
 

 

 
 

中国に対する省エネ支援事業として受入研修を実施しました。 

【事業概要】 

一般財団法人省エネルギーセンターは、経済産業省の委託を受け、中国の省エネ推進のために専門

家派遣と受入れによる支援活動を実施しています。その一環として 2018年 9月 3-7日に、受入れ研修

を下記のテーマによって実施しました。 

(1) 大学の省エネの推進及び中小企業の省エネ促進（エネルギー診断など） 

(2) 省エネ政策と省エネ法に関する情報の共有 

中国からの参加者は 19名で、中国政府と国家節能中心、地方政府の省エネ政策担当者、大学その他

の省エネ推進組織のメンバーなどとなっています。 
 

 

□参加者の写真（受入側を含む）と講義のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

□省エネ優秀事例の見学（東京都市サービス、東京大学、柏の葉スマートシティ） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 「省エネ政策と省エネ法」については、日本・中国の最近の省エネ政策について相互に説明するとと

もに日本の省エネ法の最近の改正について説明を行っています。 

大学の省エネについては、日本の大学省エネの取り組みとして、三重大学及び福井大学の事例を説明

し、東京大学における取り組みを見学しました。これらを通じて大学における組織的な省エネの取り組

み、ESCO の活用、学生を含めた参加などの事例に接し、また中国の取り組みとしてエネルギー専門

委員会の活動と各大学での省エネ対策の現状についての報告があり討議を行っています。 

中小企業の省エネ促進については、省エネ診断、省エネプラットフームなどの実践について説明し、

また省エネ診断の具体的な方法についての講義を行いました。都市の熱供給、スマートシティの見学 

と併せて、日本の実践に関する情報を提供しています。 
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